
気候変動リスクに対応した

新潟米の安定生産

～水稲高温耐性品種の普及～
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【新たな品目・品種の導入による産地づくりセミナー】

令和８年２月26日
新潟県農林水産部農産園芸課
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Ⅰ 新潟米の基本的スタンス



新潟県の米をめぐる状況

新潟県は

我が国の食料供給基地として、米の高品質・良食味米の安定供給を

通じて食料安全保障の確保に貢献
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農業産出額の過半が「米」 米関連産業が集積

米菓出荷額
2,186億円（全国第１位）
（シェア62.4％）

切り餅包装餅出荷額
279億円（全国第１位）
（シェア65.2％）

清酒出荷額
381億円（全国第３位）
（シェア10.8％）

出典：令和３年経済センサス（経済産業省）出典：令和６年農業総生産額及び生産農業所得
（農林水産省）

全国第１位



4

Ⅰ 新潟米の基本的スタンス



5

異常高温など気候変動リスク
の高まりへの対応が不可欠
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Ⅱ 異常気象に見舞われた
令和５年度の状況
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令和５年度の稲作期間中の気象

<平年差> +3.3+1.4 +0.2 +1.2 +1.6 +4.1
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梅雨入り6月11日→6月6日頃 梅雨明け7月21日

・稲作期間（４月～９月）
を通じて、高温で推移

・８月の降雨量は極端に少ない
降雨量（新潟）：2.0mm（全国最小）

◎ 気温

◎ 降水量

・８月～９月は記録的な高温
８月の気温（新潟）：30.6℃（全国最高）

・８月に３回のフェーンに遭遇

・８月の日照時間は極端に多い
日照時間（新潟）：326.1時間（全国最多）

気象庁：新潟アメダス（令和５年）
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令和５年度の作況と主要品種の１等級比率

平年
（過去10年）令和５年令和元年品種名

75.34.325.0コシヒカリ

73.912.749.7こしいぶき

83.162.461.6ゆきん子舞

95.3＊94.898.6新之助

74.714.034.6うるち全体

主要品種の１等級比率（％）

農林水産省「米穀の農産物検査結果（確定値）」

地域別収穫量と作況指数

県内検査機関聞き取り

農林水産省「作物統計調査」

◎ 作況指数は「95（やや不良）」

コシヒカリの格落要因

◎ １等級比率は著しく低下
◎ 白未熟粒が多発

＊ 過去７カ年平均
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令和５年産米に関する研究会

◎ 研究会委員
【有識者 ３名】

・新潟大学 農学部教授（座長）
・農研機構 上席研究員（副座長）
・新潟大学 理学部教授

【関係団体 ４名】
・新潟県農業協同組合中央会
・全国農業協同組合連合会新潟県本部
・新潟県主食集荷商業協同組合
・新潟県農業共済組合

【県 ５名】

◎ 研究会等の活動
活動内容会議開催日

気象経過、技術対策の状況と品質低下の要因の検討。今後
の対策立案についての意見交換。

第１回
10月30日

指導農業士ら農業者５名、JA及び集荷団体５名と１等級比
率低下に関する意見交換。座長、副座長が出席。

意見交換会
11月13日

第１回目の検討後、農業者や関係団体等から意見を求めな
がら、次年度および中・長期的な対策を提言。

第２回
11月28日

報告書の内容を農業者にわかりやすく周知するため、県・
新潟大学・農研機構の共催により開催。

報告会
12月26日



１ 作付計画の見直しと肥培管理による
後期栄養の確保

異常気象に対応した新潟米の対応方向（研究会報告書）
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Ⅲ 高温耐性品種の開発・導入
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H28 H29H30 R元 R2 R3 R4 R5

13

R6 R7



 県内13地点に設置した現地試験ほ場において、農
産物検査の結果、優れた高温耐性が確認されました。

 令和８年度から一般栽培・販売予定(400ha程度)
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極早生新品種（新潟135号）について

新潟135号 葉月みのり
新潟135号 コシヒカリ

現地試験ほ場の成績（R7年産）

新潟135号

新潟135号
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【新之助：高温耐性＋トップブランド】
〇 流通事業者等から「更なる生産拡大」を求める声
→ 来年度にデビュー10年の節目を迎えることを踏ま

え、これまでの成果や課題を分析・検証し、令和９
年産以降（第２ステージ）の新たな生産・販売戦略
を検討

【新潟135号：高温耐性＋極早生＋α】
〇 品種の強みを活かした需要・生産拡大
→ 極早生：早場米市場でのシェア獲得

短 丈：作りやすさ＝省力化を目指した直は栽培
その他：加工適性（米菓、酒、パックご飯etc）

の検証を踏まえた新たな魅力創出 16
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ご清聴ありがとうございました
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今後も、米を取り巻く情勢変
化や気象変動リスクにしっかり
と対応しながら、おいしい新潟
米を消費者の皆様へお届けいた
します



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

茨城県における「にじのきらめき」の広がりと課題

茨城県農業総合センター

専門技術指導員室

1

令和8年2月26日

新たな品目・品種の導入による産地づくりセミナー
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Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

１ 茨城県の「暑さ」と、「にじのきらめき」の導入経緯

２ 「にじのきらめき」の普及と、更なる「暑さ」

３ 「にじのきらめき」でも対応しきれない現状

４ 高温対策は品種転換だけでは完成しない

内 容

2



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

3

・年平均気温13～14.5℃
様々な植物の南限北限
みかん（つくば市）
りんご（大子町）
お茶（大子町・坂東市等）

・総面積 61万ha、全国24位
耕地面積 16万ha、全国2位

・農地利用の地域性
県北の中山間地帯
那珂、行方、石岡地域の台地の畑作地帯
利根川、那珂川、霞ヶ浦流域の水田地帯

① 茨城県農業の特徴



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

4

気象庁HPより

② 年平均気温偏差の経年変化（1898〜2025年）

気象庁アメダスデータ（地点：水戸）より編集

近年の茨城県は特に暑い



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

・課題 ： 県西で「コシヒカリ」の収量減少・白未熟粒の発生増加

・キッカケ ： 農業新聞の「にじのきらめき」に関する記事

・県西のJAで試行栽培 ⇒ R4年2月 栽培暦（暫定版）
県農業研究所で試験 ⇒ R6年5月 栽培暦 作成

③ 「にじのきらめき」の普及
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Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター
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・R7年の本県水稲品種別作付比率は、
「コシヒカリ」がまだ約７割

・かつては、「コシヒカリ」は本県水稲
面積の約８割を占めていたが、減少

・近年、夏季高温による玄米品質低下
や、イネ縞葉枯病による減収が問題
となっており、「コシヒカリ」から高温
登熟性 かつ イネ縞葉枯病抵抗性
品種の作付が増加したがまだ約1割

④ 茨城県の主食用米の水稲品種別作付比率

注）「ふくまるSL」は「ふくまる」にイネ縞葉枯病抵抗性
を加えた品種で、R3年から全面切替



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

・7/18、28出穂（「コシヒカリ」、「にじのきらめき」相当）のMET26の分布

⑤ 更なる「暑さ」 R5年(2023)～R7年(2025)、県北除く全域暑く県西更に暑い

7農研機構農業環境研究部門からの提供データ使用



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

⑥ 近年3カ年は「にじのきらめき」でも1等比率6～7割
R5年(2023)
・高温

R6年(2024)
・高温
・カメムシ

R7年(2025)
・高温
・カメムシ
・強日射
（黒点米）

品種転換が進
んでも、要因
が複雑化し、
1等比率低迷

表　水稲玄米の一等米比率の推移

種類・品種 H22 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

水稲うるち玄米 76.2 87.0 80.9 81.6 83.3 67.8 55.9 55.5 54.7

コシヒカリ 80.9 89.1 82.8 80.8 82.6 60.2 46.3 49.1 45.3

ふくまる - 87.5 82.8 85.6 87.3 87.9 77.7 74.9 80.0

にじのきらめき - - - - 94.4 87.2 76.1 72.0 62.5

注）農林水産省「米の農産物検査結果」を参照した（R7はR7/12/31現在の速報値）。
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写真 黒点米



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

⑦ 茨城県オリジナル品種としても「高温登熟性品種」育成を目指す

・「ひたち42号」…高温登熟性「強」で、
収量と食味が「コシヒカリ」と同等

・「ひたち44号」…高温登熟性「やや強」
で、「コシヒカリ」より1割程度収量が
多く、食味に優れる

・今後、数年間の現地試験を行い、
各系統の品種化を検討し、R10年の
品種登録出願を目指す

・一般栽培は最短でR13年の見込み

9R7/8/23 茨城新聞 掲載記事より

https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php

?f_jun=17558707639080

https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17558707639080
https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17558707639080


Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

⑧ 今後、栽培技術では基本技術励行と葉色維持

１．多収のためには、適正な施肥設計を行う（土壌診断の実施）
２．健全種子を使用し、しっかりと浸種する
　（浸種積算温度:120～135℃）
３．健苗育成・適期移植を心がける
４．寒さに弱いため、穂ばらみ期の低温には深水管理を実施する
５．早期落水を防止、適期収穫を心がける
　（出穂後の積算気温:1,100～1,240℃）
６．雑草防除や病害虫防除（斑点米カメムシ）を徹底する

栽培管理のポイント

●「にじのきらめき」を始めとする、高温登熟性品種を
作れば高温対策完了、ではない

●５つの基本技術
「適期田植え、中干し、水管理、適期収穫、土づくり」
を前提に、登熟期の葉色維持をR8以降は進めていく

10

・高温対策には依然として
高温登熟性品種へ転換
することが有効

・特に、ゾーニングの観点
で、県内の中で地域性
を意識した品種選択の
提示が今後の課題



Ibaraki Agriculture Institute

茨城県農業総合センター

ご清聴ありがとうございました
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